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ふリカ官な

所収進跡名

ふりがな

所 在  地

コード
Jヒ緯 東経 調査期間

調査面積

〈n f )
掘査原因

市町村 遺跡番号

志波 城 跡 岩手県盛岡市

下太日方八丁

新堰端 ほ か

03201 39度

41分

02秒

世界

測地系

39度

4 1 分

1 2 秒

141度

0 6 分

471,

世界

測地系

141度

0 0 分

3 4 秒

第 9 4 次

2003 07 17～08 04 現状変更 〈個人住宅新築)

第 9 5 次

2003 09 25, 現状変更 (個人住宅草庫)

第 9 6 次

2003 10 10～ 12 05 内容確認

第 9 7 次

2004 10 25- 12 03 1 970 内容確認

所収遺跡名 種 ,J 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

志波城跡

第 9 4 次

城相官価

平安時代

近世以降

溝跡 3条

掘立柱建物跡 1棟

須意器

あかやき土器

士師器

耳「内北西部に,規 模の大きな浦跡を

確認した。

第 9 6 次

平安時代

古代

掘立柱建物跡 3様

溝跡 3条

須恵器

あかやき土器

土師器

南西官行政北部の構造を把握した。

第 9 7 次

平安時代

近世

竪穴住居跡 1練

土坑 1基

須恵器

あかやき土器

土師器

製塩土器 鉄製品

南西官街域南部の結造を把握した。


